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元気な狭山をみんなでつくる

　

私
は
市
長
就
任
以
来
、「
元
気
な
狭
山

を
み
ん
な
で
つ
く
る
」を
合
い
言
葉
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、全
力
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、こ
ど
も

医
療
費
の
窓
口
払
い
の
廃
止
と
、こ
ど

も
医
療
費
の
助
成
対
象
を
小
学
校
５
年

修
了
時
ま
で
拡
充
し
た
ほ
か
、保
育
所

と
学
童
保
育
室
の
待
機
児
童
の
解
消
に

努
め
ま
し
た
。教
育
面
で
は
、教
育
環
境

の
整
備
の
た
め
小
学
校
の
統
廃
合
を
進

め
る
と
と
も
に
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
全
校
へ
の
配
食
や
校
舎
の
耐
震
化
な

ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、狭

山
市
駅
西
口
地
区
の
再
開
発
事
業
を
推

進
し
、昨
年
３
月
に「
ま
ち
開
き
」を
行

い
ま
し
た
。入
曽
駅
周
辺
地
区
で
は
、東

口
地
区
整
備
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、

地
域
住
民
や
権
利
者
に
対
し
て
、事
業

へ
の
理
解
と
協
働
意
識
の
醸
成
に
努

め
、ま
た
、入
曽
駅
西
口
改
札
の
利
用
時

平
成
23
年
度
市
長
施
政
方
針

間
を
終
電
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
と
人
材
の
育
成
に
つ

い
て
は
、「
元
気
な
狭
山
を
支
え
る
人
づ

く
り
と
人
を
活い

か
す
仕
組
み
づ
く
り
」

と
し
て
ま
と
め
た（
仮
称
）狭
山
元
気
大

学
の
開
設
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、試
行
講

座
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、旧
狭
山
台

北
小
学
校
を
利
用
し
た
専
用
キ
ャ
ン
パ

ス
の
準
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

財
政
の
健
全
化
と
行
政
の
ス
リ
ム
化

に
つ
い
て
は
、２
つ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
整
備
す
る
と
と

も
に
、27
の
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。人
件
費
で
は
、５
年

で
１
０
０
人
の
削
減
目
標
を
大
き
く
上

回
る
職
員
数
の
減
員
や
特
別
職
の
期
末

手
当
や
幹
部
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当

の
削
減
も
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
、行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
公
表
す
る
こ
と
で
説
明
責
任
を
果
た

す
と
と
も
に
、５
年
で
お
お
む
ね
90
億
円

の
財
政
効
果
額
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

第
３
次
狭
山
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年

施
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、協
働
・
都
市
基
盤
・
子
育
て
支
援

　

23
年
度
は
、第
３
次
狭
山
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の

年
で
も
あ
り
、市
の
将
来
像
で
あ
る「
緑

と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都
市
」の
実
現

に
向
け
、「
協
働
」、「
都
市
基
盤
」、「
子
育

て
支
援
」の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
優

先
的
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て
、積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
協
働
」は
、複
雑
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、市
民
・

企
業
・
大
学
と
目
的
を
共
有
し
な
が
ら

信
頼
関
係
を
醸
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
的
な
参
画
を
得
て
効
果
的
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
「
都
市
基
盤
」は
、都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
よ
り
、駅
や
幹
線
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
改
善
、良
好
な
市
街
地
や
上

下
水
道
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
に
よ

り
、安
全
で
快
適
な
魅
力
あ
る
都
市
環

境
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
「
子
育
て
支
援
」は
、保
育
や
相
談
支

援
の
拠
点
整
備
の
ほ
か
、子
ど
も
へ
の

必
要
な
医
療
体
制
の
促
進
と
子
育
て
家

庭
へ
の
経
済
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
支
え
合

い
育

は
ぐ
くん
で
い
く
こ
と
で
す
。

　平成23年第1回定例市議会（会
期：2月18日～3月14日）で、仲川市
長が市政運営に向け、施政方針を
述べました。その概要と23年度の
重点事業をお知らせします。

施政方針を述べる
仲川市長

緑
と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
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平成23年度市長施政方針

一
般
会
計
は
、前
年
度
対
比
７
・
４
％
増
の
４
６
０
億
円

予
算
総
額
は
、前
年
度
対
比
５
・
３
％
増
の
８
０
０
億
１
千
３
３
１
万
５
千
円

　

歳
入
に
つ
い
て
、市
税
の
う
ち
個
人

市
民
税
と
法
人
市
民
税
は
微
増
、固
定

資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
微
減
で
、市

た
ば
こ
税
は
増
額
と
し
ま
し
た
。地
方

交
付
税
は
、22
年
度
の
交
付
実
績
な
ど

か
ら
普
通
交
付
税
は
増
額
、特
別
交
付

税
は
同
額
と
し
ま
し
た
。国
庫
支
出
金

は
増
額
、県
支
出
金
は
微
増
と
し
、繰
入

金
は
減
額
、市
債
は
増
額
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、「
協
働
」で
は
、旧
狭

山
台
北
小
学
校
跡
利
用
施
設
整
備
事

業
、狭
山
元
気
大
学
運
営
事
業
、地
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
、「
都
市
基

盤
」で
は
、狭
山
市
駅
西
口
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
、狭
山
市
駅
西
口

２
街
区
公
益
保
留
床
取
得
事
業
、都
市

計
画
道
路
整
備
事
業
、一
般
市
道
整
備

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。「
子
育
て

支
援
」で
は
、こ
ど
も
医
療
費
支
給
事

業
、子
ど
も
手
当
支
給
事
業
、（
仮
称
）総

合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

つ
ど
い
の
広
場
整
備
事
業
、学
童
保
育

室
整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、市
民
の
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
事
業
な
ど
に
も
取
り

組
み
、さ
ら
に
、安
全
・
安
心
の
観
点
か

ら
、公
共
建
築
物
改
修
計
画
に
基
づ
い

た
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
、耐
震
改
修
工

事
を
実
施
す
る
な
ど
、選
択
と
集
中
の

も
と
に
、財
源
の
重
点
的
な
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
は
、前
年
度
対

比
７
・
４
％
増
の
４
６
０
億
円
に
、特
別

会
計
は
、国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険

の
各
特
別
会
計
が
増
額
、狭
山
市
駅
東

口
土
地
区
画
整
理
事
業
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
各
特
別
会
計
が
減
額
と
な
り
、

前
年
度
対
比
14
・
８
％
減
の
２
４
５
億

８
千
２
０
２
万
８
千
円
に
、公
営
企
業

の
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計

の
合
計
94
億
３
千
１
２
８
万
７
千
円
を

加
え
た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、前
年

度
対
比
５
・
３
％
増
の
８
０
０
億
１
千

３
３
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
環
境
の
保
全
は
、現
在
の
狭
山

市
環
境
基
本
計
画
が
23
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、新
た
な
基
本
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、次
世
代
自
動
車
購

入
費
補
助
事
業
、住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
に
、引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　

緑
地
保
全
の
推
進
は
、市
南
部
に
広

が
る
平
地
林
を
は
じ
め
、斜
面
緑
地
の

保
護
や
市
街
地
に
残
さ
れ
た
緑
地
に
つ

い
て
も
、保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
民
団
体
な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
緑
地

保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
は
、監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
不
法
投
棄
の
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、歩
き
た
ば
こ

防
止
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
、環
境

美
化
に
取
り
組
む
市
民
団
体
と
も
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
は
、不
要
な
も

の
は
買
わ
な
い
、も
ら
わ
な
い
、断
る
と

い
う
リ
フ
ュ
ー
ズ
な
ど
４
Ｒ
の
普
及
啓

発
活
動
に
努
め
、市
と
市
民
や
市
民
団

体
、ま
た
、事
業
者
と
の
協
働
を
推
進
す

る
な
か
で
、ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、引
き
続

き
第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
の
計
画
的
な
改

修
に
努
め
、ご
み
処
理
の
安
定
化
と
効

率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
は
、地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、成
人
保
健
事
業
や
母
子
保
健

事
業
の
充
実
に
向
け
、女
性
特
有
の
が

ん
検
診
や
新
た
な
予
防
接
種
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
予
防
は
、要
支
援
や
要
介
護
と

な
る
可
能
性
が
高
い
二
次
予
防
事
業
の

対
象
者
に
、通
所
型
介
護
予
防
教
室
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、修
了
者
が
地
域

で
継
続
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。ま
た
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、高

齢
者
の
見
守
り
や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、社
会
的
自

立
の
支
援
を
図
る
た
め
の
相
談
や
就
労

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は
、保

護
者
が
安
心
し
て
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
は
、民
間
事
業
者

に
よ
る
定
員
60
名
規
模
の
新
た
な
保
育

施
設
２
か
所
の
開
設
が
４
月
に
見
込
ま

れ
る
こ
と
と
併
せ
、富
士
見
小
学
校
内

に
第
一
・
第
二
学
童
保
育
室
を
整
備
し

ま
す
。

狭山元気大学の専用キャンパスとして、
23年度、改修工事を行う旧狭山台北小学校

←

緑
豊
か
で
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
環
境
共
生
】

元
気
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

 

め
ざ
し
て【
健
康
福
祉
】




